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	西暦1980年8月14日生（満30才）

	 国　　籍
	日本人
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	在留期限
	

	 ふりがな     

	 現住所　〒yyy-xxxx   ○○市□□町 x-xx-xxx
電話番号  0aa-bbb-cccc,      090-xxxx-yyyy
 E-Mail   ++++++@xxxxx-u.ac.jp,    xxxxx@docomo.ne.jp

	 ふりがな

	 連絡先　〒
電話番号                               　 
 ※現住所以外に連絡を希望する場合のみ記入


	                                   学　　　　歴   （大学入学以後）

	  　　　日　　付
	  入学等区分
（入学・卒業・修了等）
	             　学校名（学部・学科）

	　1999年４月　　
	入学
	○○大学□学部

	　2003年３月　　
	卒業
	○○大学□学部△学科

	2003年４月　　
	入学
	○○大学□学研究科☆☆専攻入学

	　2005年３月　　
	修了
	同修士課程

	　2005年４月　　
	進学
	同博士課程

	　2008年３月　　
	修了
	同博士課程

	　　　 年　月　　
	
	

	　　　 年　月　　
	
	


	                                   学　　　　位

	学位指導者
	菊池大麓

	  2008年３月　　
	 博士（理学）（○○大学）

	  2005年３月　　
	 修士（理学）（○○大学）


	                                   職　　　　歴                        　　　 ※A

	        日　　付
	 勤務先、職名、職務内容（簡潔に記入願います）

	2005年4月～2006年3月　
	○○大学□学研究科　ＲＡ

	2008年4月～現在に至る
	(株)△△△、代表取締役専務、会社の運営。2011年3月末日に退職予定。
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	 　　　　　　　□ＧＣＯＥ特定研究員　　・　　□研究員（研究機関）


	申請者の研究をよく理解している人

	 Ａ山　Ｂ夫
	☆☆大学△学研究科　0QQ-FFF-XXXX,  yyy@mmmm.nnn-u.ac.jp

	 Ｃ田　Ｄ雄
	Ｈ大学□学部  06-gggg-kkkk         ght@qqq-u.ac.jp

	 George McDonald
	BBB Univ., USA                 mumumu@jjj.edu


	                                   免 許・資 格

	 2002年10月
	 教員一種免許状

	      年 　月
	 

	      年 　月
	 


	                                   賞　　　　罰

	 199X年Y月
	 国際数学オリンピック銀メダル

	 200X 年Z月
	 XXX Conference: Best Student Paper Award
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　※記入上の注意

年は西暦を用い、文字は楷書により正確に記入すること。学歴は、学部卒業以上は必ず記入することとし、学校名、学部、学科等まで記入すること。　
必ず、プリントしたものを提出すること。メールで送られてきても提出とはみなさない。
     A．職歴は勤務先、所属、職名まで記入すること。また、現在在職中の場合は、退職予定日も記入すること。

　　 B．氏名欄は直筆にて記入すること。

	これまでの研究経過（1ページ以内。このページはTeXなどで書いて差し替えてもかまわない）

	


	 今後の研究計画（1ページ以内。このページはTeXなどで書いたものに差し替えてもかまわない）

	


	研究業績（2ページ以内。このページはTeXなどで書いて差し替えてもかまわない）

	●雑誌・論文集等の論文。発表論文名、全著者名、雑誌名、巻数、発行年、ページを記入すること。

１．C.-H. Cho, S. Hamada, and H. Okamoto, On the finite difference approximation for a parabolic blow-up problem, Japan J. Indust. Appl. Math., vol. 24 (2007), 131—160.
２．S. Mukai, Polarized $K3$ surfaces of genus thirteen. Moduli spaces and arithmetic geometry, 315—326, Adv. Stud. Pure Math., 45, Math. Soc. Japan, Tokyo, 2006.
３．K. Jeong, S.-J. Kang, & M. Kashiwara, Crystal Bases for Quantum Generalized Kac-Moody Algebras, Proc. London Math. Soc. (3) 90, (2005), 395—438.
●口頭発表。会議名、開催場所、時期、発表講演（ポスター発表を含む）名を記入すること。

第5回京都大学・ソウル大学若手数学者交流会。2009年2月。ソウル大学。題名「・・・・」

日本数学会総合分科会。　２００９年３月。・・・・

















